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3　

現
存
管
理
事
業
者
の
特
徴
と
管
理
競
争
の
行
く
末

4　

結
び

1
　
序

音
楽
の
著
作
権
管
理
事
業
分
野
に
お
い
て
、
日
本
音
楽
著
作
権
協
会
（
以
下
、「
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
」
又
は
「
協
会
」
と
い
う
）
は
２
０
０

１
年
の
規
制
緩
和
以
降
も
長
ら
く
独
占
的
地
位
を
占
め
て
い
た
。
し
か
し
、
楽
曲
の
放
送
利
用
に
お
け
る
使
用
料
の
包
括
徴
収
方
式

（
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
契
約
）
の
独
占
禁
止
法
違
反
を
巡
っ
て
、
２
０
０
８
年
４
月
23
日
に
公
正
取
引
委
員
会
の
立
入
検
査
が
行
わ
れ
た
と

き
か
ら
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
も
少
し
ず
つ
な
が
ら
、
競
争
者
を
意
識
し
た
改
革
を
始
め
た
。
特
に
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
、（
旧
）e-license

、

（
旧
）
Ｊ
Ｒ
Ｃ
（
以
下
、
右
記
旧
二
社
を
「N

exT
one

」
と
い
う）1
（

）、
日
本
放
送
協
会
及
び
日
本
民
間
放
送
連
盟
が
文
化
庁
の
立
会
い
の
下

で
行
っ
た
、
放
送
番
組
に
お
け
る
管
理
楽
曲
の
利
用
割
合
の
算
出
方
法
に
関
す
る
協
議
（
以
下
、「
五
者
協
議
」
と
い
う
）
が
、
２
０
１

５
年
９
月
17
日
に
合
意
に
達
し
た
以
降
に
、
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
分
野
の
競
争
局
面
に
果
た
し
て
変
化
が
起
き
る
か
は
、
関
心
を
集

め
て
い
た
。

他
方
で
し
か
し
、
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
は
、
新
規
参
入
を
成
功
さ
せ
る
ハ
ー
ド
ル
が
決
し
て
低
く
な
い
と
い
う
歴
史
的
経
緯
か
ら

窺
え
る
よ
う
に
、
閉
鎖
的
と
い
う
側
面
も
否
め
な
い
。
こ
の
た
め
、
音
楽
著
作
権
管
理
競
争
を
巡
る
変
化
は
、
必
ず
し
も
外
部
か
ら
は

っ
き
り
と
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
は
、
日
本
音
楽
出
版
社
協
会
が
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
事
業
と
し
て
実
施
し
た
音
楽
著
作
権
管
理
者
養
成
講
座
の
解
説
及
び
私

の
疑
問
に
対
す
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
やN

exT
one

の
担
当
者
か
ら
の
回
答
、
更
に
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
の
変
化
に
着
目
し
、
規
制
緩
和
後
も
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長
ら
く
独
占
状
態
に
あ
っ
た
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
分
野
の
変
容
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
上
で
新
規
参
入
の
障
壁
を
含
む
今
後
の
競
争

局
面
の
変
容
に
つ
い
て
も
予
測
を
試
み
る
。

2
　
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
の
変
化

2
・
1
　
管
理
手
数
料
（
実
施
料
率
を
含
む
）
の
引
き
下
げ
と
種
目
細
分
化

包
括
徴
収
方
式
（
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
契
約
）
の
独
占
禁
止
法
違
反
を
巡
っ
て
公
正
取
引

委
員
会
の
立
入
検
査
を
受
け
た
以
後
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
は
管
理
手
数
料
、
と
り
わ
け
実

施
料
率）2
（

を
分
配
期
ご
と
の
調
整
で
は
あ
る
が
、
積
極
的
に
引
き
下
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

例
え
ば
主
な
種
目
で
い
う
と
、
２
０
１
０
～
２
０
１
４
年
度
の
間
に
演
奏
や
放
送
等
の

実
施
料
率
が
変
更
さ
れ
た
。

更
に
、
２
０
１
５
年
度
に
「
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
配
信
」
の
管
理
手
数
料
実
施
料
率

は
11
％
か
ら
10
％
へ
引
下
げ
ら
れ）（
（

、
２
０
１
６
年
度
に
「
演
奏
等
」
と
「
映
画
上
映
」

の
管
理
手
数
料
実
施
料
率
は
26
％
か
ら
25
％
へ
と
引
き
下
げ
ら
れ
た）5
（

。
そ
の
後
も
管
理

手
数
料
（
実
施
料
率
を
含
む
）
の
引
き
下
げ
が
続
け
ら
れ
、
２
０
１
９
年
度
の
事
業
報

告
書
か
ら
、
本
来
分
配
期
ご
と
に
調
整
さ
れ
る
実
施
料
率
の
引
き
下
げ
は
、「
よ
り
実

態
に
即
し
た
管
理
手
数
料
体
系
と
す
る
た
め
の
継
続
的
取
組
の
一
環
」「
管
理
の
効
率

〈2010～2014年度に実施料率が引き下げられた主な種目
（3）
〉

区分
届出
料率

実施料率

10／6 月
分配～

11／6 月
分配～

12／6 月
分配～

14／6 月
分配～

演奏等 30％ 27％ 26％

映画上映 30％ 30％ 26％

放送等 15％ 11％ 10％

貸レコード 15％ 11％ 10％

貸ビデオ 25％ 11％ 10％
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化
と
経
費
の
削
減
に
向
け
た
取
組
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
翌

年
度
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
「
放
送
等
」「
有
線
放
送
等
」「
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
配
信
」
の
三
つ
の

使
用
料
区
分
は
、
更
に
０
・５
％
と
い
う
半
恒
久
的
な
引
き
下
げ
が
実
施
さ
れ
た）6
（

。

他
方
で
、
近
年
進
め
ら
れ
て
き
た
管
理
手
数
料
種
目
の
細
分
化
、
殊
に
「
演
奏
等
」
の
種
目
細
分
化

も
、
管
理
手
数
料
の
引
き
下
げ
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。
例
え
ば
、「
演
奏
等
」
の
管
理
手
数
料
の

実
施
料
率
は
長
年
、
引
き
下
げ
を
重
ね
て
も
25
％
台
に
止
ま
っ
て
い
た
が
、「
遊
技
機
上
映
・
演
奏
」

（
２
０
１
８
年
９
月
新
設
）
や
「
大
規
模
演
奏
会
等
」（
２
０
１
９
年
９
月
新
設
）
の
種
目
に
細
分
化
し
た

こ
と
に
よ
り
、
一
部
の
種
目
で
は
あ
る
が
実
施
料
率
を
15
％
ま
で
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
た）7
（

。
こ
こ

で
、
２
０
１
２
年
６
月
時
点
と
２
０
２
０
年
６
月
時
点
の
管
理
手
数
料
（
届
出
料
率
と
実
施
料
率
）
を

比
較
し
て
み
る
。
届
出
料
率
も
実
施
料
率
も
、
と
も
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る
傾
向
が
顕
著
に
み
ら
れ

る
。

2020年 6 月分配期以降に適用する実施料率

使用料の区分
2020年 6 月分配期以降に

適用する実施料率
現行の実施料率

放 送 等 8.5％  9％

有 線 放 送 等
9.5％

10％

インタラクティブ配信 10％
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2012年 6 月分配期管理手数料
（8）

使用料の区分 届出料率 実施料率

演 奏 等
映 画 上 映

30％
26％

30％

放 送 等
有 線 放 送

15％
10％

10％

映 画 録 音 30％ 20％

出 版 等 20％ 20％

オ ー デ ィ オ 録 音
オ ル ゴ ー ル

 6％  6％

ビ デ オ グ ラ ム 13％ 10％

貸 与 （ 貸 レ コ ー ド ） 15％ 11％

業 務 用 通 信 カ ラ オ ケ 15％ 10％

イ ン タ ラ ク テ ィ ブ 配 信 15％ 11％

B G M 12％ 12％

C D グ ラ フ ィ ッ ク ス 等  6％  6％

カラオケ用 IC メモリーカード  6％  6％

外 国 入 金
録 音

 5％
 5％

演 奏  5％

そ の 他

貸 ビ デ オ

25％

11％

コマーシャル送信用録音 　　　    8 ％（注 1 ）

そ の 他 　　　    ※（注 2 ）
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2020年 6 月分配期管理手数料率
（9）

使 用 料 の 区 分 届出料率 実施料率

演 奏 等

25％

25％

大規模演奏会等（注 1 ） 15％

カ ラ オ ケ 24％

遊 技 機 上 映 ・ 演 奏 15％

B G M 25％

貸 与 （ 貸 レ コ ー ド ）
10％

10％

業 務 用 通 信 カ ラ オ ケ 9％

放 送 等

10％

8.5％

有 線 放 送 等
9.5％

イ ン タ ラ ク テ ィ ブ 配 信

映 画
録 音

25％ 25％上 映

出 版 等

オ ー デ ィ オ 録 音

6％ 6％
オ ル ゴ ー ル

C D グ ラ フ ィ ッ ク ス 等

カラオケ用 IC メモリーカード

ビ デ オ グ ラ ム 録 音

10％

10％

広 告 目 的 で 行 う 複 製
（注 2 ）

ゲームに供する目的で行う複製

そ の 他
25％

（注 3 ）

貸 ビ デ オ 10％

外 国 入 金
録 音

5％ 5％
演 奏
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2
・
2
　
管
理
委
託
範
囲
の
選
択
サ
イ
ク
ル
の
短
縮

委
託
者
が
管
理
委
託
範
囲
を
⽀
分
権
（
演
奏
権
、
録
音
権
等
）
や
利
用
形
態
（
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
配
信
、
広
告
目
的
で
行
う
複
製
等
）

ご
と
に
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
の
制
度
は
２
０
０
２
年
に
付
則
特
例
規
定
の
形
で
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
は
、
管
理
委
託
範
囲
を
変
更
で
き
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
契
約
更
新
時
、
即
ち
３
年
ご
と
（
制
度
導
入
当
初
は
５
年
）

に
限
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
委
託
者
の
選
択
自
由
度
を
制
約
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
他
の
管
理
事
業
者
へ
乗
り
換
え
る
た
め
の
ス
イ

ッ
チ
ン
グ
コ
ス
ト
を
高
め
て
い
る
要
因
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
更
に
、
五
者
協
議
が
合
意
に
達
し
た
２
０
１
５
年
以
降
、N

exT
one

が
正
式
に
楽
曲
の
放
送
利
用
管
理
分
野
に
参
入
し
た
こ
と
は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
に
と
っ
て
、
そ
の
一
強
体
制
を
揺
る
が
し
か
ね
ず
、
競

争
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
脅
威
に
な
り
つ
つ
あ
る
象
徴
的
な
出
来
事
と
見
ら
れ
る
。
そ
ん
な
中
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
は
選

択
サ
イ
ク
ル
を
２
０
１
７
年
か
ら
１
年
に
短
縮
す
る
と
い
う
管
理
方
法
の
変
更
を
行
っ
た）10
（

。

2
・
3
　
信
託
契
約
申
込
金
の
無
料
化

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
と
の
管
理
契
約
に
お
い
て
は
従
来
、
新
規
事
業
者
よ
り
管
理
手
数
料
が
高
い
う
え
、
契
約
の
締
結
に
あ
た
っ
て
更
に

信
託
契
約
申
込
金
（
２
７
、０
０
０
円
、
音
楽
出
版
者
の
場
合
は
８
１
、０
０
０
円
）
の
⽀
払
い
も
必
要
で
あ
っ
た）11
（

。
２
０
２
１
年
７
月
、

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
は
申
込
金
制
度
を
導
入
し
た
当
時
と
比
べ
て
、
著
作
物
使
用
料
分
配
額
の
増
加
や
管
理
業
務
の
効
率
化
に
よ
り
費
用
率

を
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
よ
り
多
く
の
権
利
者
か
ら
管
理
委
託
を
受
け
る
こ
と
が
、
権
利
保
護
と
ユ
ー
ザ
ー
の
利
便
の

さ
ら
な
る
充
実
に
つ
な
が
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
長
き
に
わ
た
っ
て
続
い
て
き
た
申
込
金
制
度
を
廃
止
し
無
料
に
す
る
こ
と
を
発
表

し
た
。
同
年
６
月
2（
日
の
定
時
社
員
総
会
の
決
議
に
よ
り
、
管
理
委
託
契
約
約
款
の
申
込
金
に
関
す
る
規
定
が
削
除
さ
れ
、
９
月
１
日
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契
約
（
７
月
以
降
の
申
し
込
み
）
分
か
ら
無
料
化
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

2
・
4
　

管
理
委
託
選
択
範
囲
の
縛
り
解

消

管
理
委
託
範
囲
を
選
択
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
ま
で

様
々
な
縛
り
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
委
託

者
の
選
択
自
由
が
制
限
さ
れ
て
い
た
が
、
放
送
使
用
料
を

巡
る
争
い
に
お
い
て
や
む
な
く
譲
歩
し
、
和
解
の
の
ち
公

正
取
引
委
員
会
に
審
判
請
求
取
下
書
を
提
出
し
た
（
２
０

１
６
年
９
月
９
日
）
と
い
う
、
所
謂
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
事
件

の
終
結
ま
で
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
は
そ
れ
ら
の
縛
り
を
緩
め

よ
う
と
す
る
動
き
を
見
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
事
件
終
結
か
ら
ま
も
な
く
、「
委
託
者
の
自
由
度
向

上
・
委
託
者
の
意
思
尊
重
の
た
め
の
仕
組
み
の
整
備
」
と

掲
げ
、
約
款
を
変
更
し
、
設
け
て
い
た
縛
り
を
自
ら
緩
め

る
取
り
組
み
を
始
め
た
。
例
え
ば
、
従
来
に
お
い
て
次
の

説
明
図
に
あ
る
⑨
放
送
・
有
線
放
送
、
⑩
イ
ン
タ
ラ
ク
テ

（12）
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ィ
ブ
配
信
及
び
⑪
業
務
用
通
信
カ
ラ
オ
ケ
の
利
用
管
理
を
委
託
す
る
た
め
の
前
提
条
件
と
し
て
、
①
演
奏
権
等
又
は
②
録
音
権
等
の
管

理
も
必
ず
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
に
委
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
２
０
１
７
年
４
月
１
日
よ
り
、
前
記
⑨
⑩
⑪
の
三

区
分
は
、
演
奏
権
等
・
録
音
権
等
と
の
抱
き
合
わ
せ
か
ら
完
全
に
分
離
さ
れ
、
単
体
で
の
委
託
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
例
え
ば
、
外
国
地
域
の
み
の
管
理
委
託
が
選
択
で
き
な
い
と
い
う
点
も
、
委
託
範
囲
の
選
択
が
制
限
さ
れ
て
い
る
と
し
て
従

来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
多
く
の
外
国
管
理
団
体
は
、
ど
の
管
理
契
約
締
結
団
体
の
メ
ン
バ
ー
で
も
な
い
著
作
者
を

演
奏
権
使
用
料
の
分
配
対
象
と
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
著
作
者
自
⾝
が
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
と
信
託
契
約
を
締
結
し
て
い
な
い
場
合
（
か

つ
他
の
管
理
団
体
の
メ
ン
バ
ー
で
も
な
い
場
合
）
は
、
音
楽
出
版
者
を
通
じ
て
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
に
管
理
委
託
が
さ
れ
て
い
て
も
、
外
国
団

体
の
多
く
は
そ
の
著
作
者
を
演
奏
権
使
用
料
の
分
配
対
象
と
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
は
、
日
本
国
内
に
お

け
る
利
用
管
理
を
委
託
せ
ず
に
、
外
国
地
域
に
お
け
る
利
用
管
理
の
み
を
委
託
す
る
こ
と
を
認
め
て
お
ら
ず
、
実
質
上
抱
き
合
わ
せ
販

売
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
と
直
接
に
信
託
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
著
作
者
は
、
外
国
地

域
に
お
け
る
演
奏
権
使
用
料
の
分
配
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
２
０
１
７
年
６
月
の
定
時
社
員
総
会

に
お
い
て
、
国
内
管
理
と
切
り
離
し
て
外
国
地
域
の
み
の
管
理
委
託
を
選
択
可
能
と
す
る
約
款
変
更
も
行
わ
れ
、
注
目
を
集
め
た
。

こ
の
よ
う
に
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
事
件
が
終
結
し
て
以
後
、
著
作
者
の
選
択
範
囲
を
制
約
し
て
い
た
縛
り
を
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
が
能
動
的

に
緩
め
る
方
向
へ
動
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
委
託
者
の
意
思
を
反
映
し
、
委
託
者
の
自
由
度
を
高
め
る
改
善
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。

2
・
5
　
著
作
者
の
自
己
使
用
範
囲
の
拡
大

音
楽
作
家
が
自
⾝
の
創
作
し
た
楽
曲
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
も
、
著
作
物
の
利
用
開
発
目
的
か
つ
対
価
を
得
な
い
場
合
で
な
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い
か
ぎ
り）13
（

、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
へ
使
用
料
を
⽀
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
自
己
使
用
の
自
由
が
著
し
く
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
独
占

ゆ
え
の
硬
直
化
し
た
管
理
体
制
の
弊
害
と
し
て
、
今
ま
で
も
た
び
た
び
や
り
玉
に
挙
げ
ら
れ
て
き
た
。
自
己
使
用
の
制
限
を
巡
る
是
非

に
つ
い
て
、
妥
当
な
指
摘
が
あ
る
一
方
で
、
筋
違
い
の
批
判
も
あ
り
、
更
に
訴
訟
ま
で
発
展
し
た
ケ
ー
ス
さ
え
あ
る）14
（

。
そ
れ
だ
け
自
由

な
自
己
利
用
は
期
待
さ
れ
て
い
る
と
い
う
表
れ
と
も
い
え
よ
う
。

他
方
で
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
の
競
争
事
業
者
は
、
提
供
で
き
る
管
理
楽
曲
の
数
量
こ
そ
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
に
敵
わ
な
い
が
、
委
託
者
自
己

使
用
の
た
め
の
工
夫
を
し
て
き
て
お
り
対
価
を
伴
う
自
己
使
用
に
も
対
応
す
る
の
で
、
高
い
自
由
度
を
特
長
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
と
契
約
し
て
い
る
委
託
者
は
楽
曲
の
自
己
使
用
に
際
し
、
対
価
を
得
な
い
で
自
ら
が
運
営
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
自

己
作
品
の
配
信
を
行
う
場
合
の
み
、
所
定
の
届
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
で
使
用
料
を
免
除
さ
れ
る
と
い
う
厳
格
な
条
件
が
課
さ
れ
て
い

た
（
旧
著
作
権
信
託
契
約
約
款
第
11
条
１
項
１
号
、
２
項
２
号
に
基
づ
く）15
（

）。
作
品
の
管
理
留
保
又
は
制
限
と
い
う
オ
プ
シ
ョ
ン
が
既
に
設

け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
著
作
者
自
⾝
に
よ
る
自
己
作
品
使
用
が
あ
る
程
度
可
能
で
あ
り
、
ま
た
著
作
権
の
集
中
管
理
特
性
か
ら
無
償
使

用
の
場
合
に
限
る
の
も
合
理
的
と
い
う
の
が
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
の
考
え
方
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
事
件
以
後
、
よ
り
自
由
な
自
己
使
用
を
望
む
声
に
応
え
る
検
討
が
始
め
ら
れ
た
。
２
０
１
７
年
６
月
28

日
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
の
定
時
社
員
総
会
に
お
い
て
、
著
作
者
の
「
自
己
使
用
の
範
囲
を
拡
大
し
、
音
楽
出
版
者
と
の
著
作
権
契
約
の
な
い

作
品
に
つ
い
て
は
、
対
価
を
得
て
行
う
自
己
使
用
で
あ
っ
て
も
管
理
の
留
保
又
は
制
限
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

著
作
権
信
託
契
約
約
款
が
改
定
さ
れ
、
２
０
１
７
年
８
月
１
日
よ
り
遂
に
著
作
者
の
自
己
使
用
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
の
信
託
者
は
、
日
本
国
内
に
お
け
る
一
定
の
使
用
に
つ
い
て
、
使
用
す
る
作
品
の
関
係
権
利
者
全
員
の
同
意
を
得
た
上

で
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
に
使
用
料
を
⽀
払
う
こ
と
な
く
、
自
己
の
作
品
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た）16
（

。
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他
方
で
、
自
己
使
用
の
た
め
に
多
く
の
場
合
に
お
い
て
、
委
託
者
は
関
係
権
利
者
全
員
（
自
⾝
以
外
の
作
詞
者
・
作
曲
者
や
音
楽
出
版

者
等
）
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
て
制
約
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
関
係
権
利
者
全
員
の
同
意
と
い

う
条
件
は
２
０
１
７
年
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
は
従
来
と
変
わ
ら
な
い
が
、
自
己
使
用
の
範
囲
は

従
来
よ
り
拡
大
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
意
義
が
あ
る
改
善
と
考
え
ら
れ
る
。

2
・
6
　
分
配
明
細
デ
ー
タ
詳
細
化

競
争
事
業
者
と
比
べ
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
の
使
用
料
の
分
配
明
細
書
が
詳
細
に
欠
け
、
不
透
明
と
い
う
問
題
は
従
来
か
ら
権
利
者
側
か

ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
は
事
件
以
後
、
こ
の
よ
う
な
声
に
も
や
っ
と
耳
を
傾
け
る
よ
う
に
な
り
、
大
量
の
利
用
曲
目
報

告
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
分
配
明
細
の
詳
細
化
の
検
討
を
進
め
た
。

そ
の
結
果
、
２
０
１
７
年
９
月
の
分
配
期
か
ら
、
ま
ず
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
配
信
か
ら
「
分
配
明
細
デ
ー
タ
詳
細
版
」
の
提
供
を
開

始
し
た
。
分
配
対
象
作
品
ご
と
に
、
利
用
さ
れ
た
配
信
サ
ー
ビ
ス
、
配
信
年
月
、
リ
ク
エ
ス
ト
回
数
、
分
配
額
等
の
詳
細
な
内
訳
を
示

す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
演
奏
会
や
放
送
等
の
分
野
に
も
「
分
配
明
細
デ
ー
タ
詳
細
版
」
の
提
供
が
始
ま
っ
た
。

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
イ
チ
ェ
ン
ジ
的
な
改
善
点
で
は
あ
る
が
、
競
争
事
業
者
側
か
ら
す
れ
ば
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
に
機
先

を
制
し
う
る
ご
く
限
ら
れ
た
領
域
の
一
つ
で
も
あ
る
。
そ
れ
だ
け
、
競
争
事
業
者
の
長
所
と
存
在
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
、
自
⾝
の

イ
メ
ー
ジ
の
刷
新
を
図
ろ
う
と
す
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
の
本
気
度
が
窺
え
る
。

2
・
7
　
演
奏
権
等
の
管
理
委
託
範
囲
の
細
分
化

前
述
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
動
き
と
し
て
演
奏
権
等
の
管
理
委
託
範
囲
の
細
分
化
に
お
い
て
も
変
化
が
表
れ
て
い
る
。
２
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０
２
１
年
ま
で
、
ほ
か
の
⽀
分
権
管
理
よ
り
も
管
理
コ
ス
ト
が
大
き
い
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
は
演

奏
権
に
関
わ
る
管
理
委
託
範
囲
を
一
つ
の
ま
と
ま
っ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
設
定
し
、
ほ
か
の
⽀
分
権

の
よ
う
な
利
用
形
態
に
基
づ
く
細
分
化
を
実
施
し
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
委
託
者
の
選
択
自

由
を
制
限
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
新
規
参
入
を
阻
む
障
壁
で
も
あ
る
と
し
て
従
来
か
ら
問
題
視
さ
れ
て

き
た
。

規
制
緩
和
以
後
に
お
い
て
も
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
が
独
占
的
状
態
を
維
持
し
て
き
た
市
場
⽀
配
力
の
源

泉
が
演
奏
権
の
管
理
で
あ
る
こ
と
は
、
以
前
の
論
文
に
お
い
て
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る）17
（

。
他
方
で
、

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
も
こ
の
こ
と
を
非
常
に
意
識
し
て
自
ら
「
適
切
な
競
争
環
境
の
構
築
の
た
め
の
取
り
組

み
」
を
打
ち
出
し
て
お
り）18
（

、
演
奏
権
の
管
理
に
関
す
る
管
理
委
託
区
分
の
細
分
化
は
、
そ
れ
を
象
徴
す

る
よ
う
な
取
り
組
み
で
あ
る
。
こ
の
細
分
化
に
よ
り
、
権
利
者
は
、
社
交
場
や
カ
ラ
オ
ケ
機
器
等
を
用

い
た
演
奏
利
用
、
映
画
上
映
・
ビ
デ
オ
上
映
・
遊
技
機
上
映
演
奏
・
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
お
け
る
演
奏
利
用
又
は

そ
の
他
の
演
奏
利
用
と
い
う
三
つ
の
区
分
か
ら
、
委
託
す
る
演
奏
権
の
管
理
範
囲
を
選
択
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
２
０
２
２
年
４
月
１
日
よ
り
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
の
「
管
理
委
託
契
約
約
款
」（
２
０

２
１
年
７
月
５
日
変
更
届
出
）
第
６
条
で
定
め
ら
れ
る
管
理
委
託
範
囲
の
選
択
は
次
の
説
明
図
で
示
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
変
更
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

演
奏
権
管
理
の
牙
城
に
自
ら
メ
ス
を
入
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
の
背
景
に
、
競
争
者
の
存
在
と
、
独

占
状
態
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
厳
し
い
目
を
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
、
委
託
者
の
意
思
と
選

（19）

演奏会その他の催物における
演奏等、第 2・第 3区分に該
当しない演奏等

社交場における演奏等、
カラオケ機器を用いた演
奏等

演奏権等

第 2区分
映画上映、ビデオ上映、
遊技機上映・演奏、
BGM

第 3区分第 1区分
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【2022年 ３ 月３1日日以前】

（20）

⑨放送・有線放送

②録音権等①演奏権等 ③出版権等 ④貸与権

⑩インタラクティブ配信

⑪業務用通信カラオケ

⑦
ゲームに供す
る目的で行う
複製

⑧
広告目的で行う複製

⑤
映画への録音

⑥
ビデオグラム
への録音

【2022年 4 月 1 日以後】

（21）

⑪放送・有線放送

②録音権等①演奏権等

2
区
分
新
設

③出版権等 ④貸与権

⑫インタラクティブ配信

⑬業務用通信カラオケ

⑤
上映・BGM
等

⑥
社交場・カラ
オケ演奏等

⑦
映画への録
音

⑧
ビデオグラ
ムへの録音

⑨
ゲームに供
する目的で
行う複製

⑩
広告目的で行う複
製
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択
の
自
由
を
よ
り
尊
重
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
側
面
は
あ
る
が
、
競
争
者
（N

exT
one

）
の
演
奏
権
管
理
分
野
へ
の
参
入
障
壁

を
緩
和
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
大
き
な
意
義
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
にN

exT
one

は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
の
演
奏
権
細
分

化
を
機
に
２
０
２
２
年
か
ら
（
管
理
委
託
契
約
約
款
２
０
２
２
年
2
月
25
日
届
出
）、
演
奏
権
管
理
分
野
へ
の
新
規
参
入
を
始
め
た
。
演
奏

権
に
関
わ
る
す
べ
て
の
区
分
項
目
を
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
更
に
多
く
の
利
用
者
を
確
保
で
き
る
の
か
と
い
っ
た

新
規
参
入
事
業
者
と
し
て
の
課
題
も
あ
る
が
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
に
と
っ
て
は
独
占
が
所
以
の
批
判
や
監
視
の
目
を
、
当
面
和
ら
げ
る
こ

と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

2
・
8
　
利
用
割
合
の
反
映

こ
こ
で
い
う
「
利
用
割
合
」
と
は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
と
そ
の
競
争
者
の
楽
曲
が
そ
れ
ぞ
れ
利
用
さ
れ
て
い
た
割
合
の
こ
と
を
指
す
。

利
用
割
合
の
反
映
は
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
事
件
が
起
き
る
ま
で
は
問
題
視
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
当
時
各
分
野
で

利
用
さ
れ
て
い
た
楽
曲
の
99
％
が
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
の
管
理
楽
曲
だ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
っ
た
こ
と
や
、
競
争
者
の
楽
曲
が

利
用
さ
れ
た
と
し
て
も
、
利
用
者
ど
こ
ろ
か
、
競
争
者
自
⾝
で
さ
え
気
づ
か
な
い
こ
と
（
十
分
な
管
理
能
力
を
備
え
て
い
な
か
っ
た
）
が

多
か
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
事
件
に
よ
り
状
況
が
一
変
し
、
放
送
管
理
分
野
へ
新
規
参
入
し
よ
う
と

し
た
旧e-License

か
ら
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
が
徴
収
し
た
使
用
料
に
はe-License

の
分
も
含
ま
れ
反
映
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
、
初
め

て
の
利
用
割
合
問
題
が
提
起
さ
れ
た
。
事
件
以
後
、
利
用
さ
れ
た
管
理
楽
曲
に
は
競
争
者
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
な
い
か
は
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ

Ａ
Ｃ
が
調
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
利
用
割
合
の
反
映
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
の
取
り
組
み
を
二
、
三
紹
介
す
る
。
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2
・
8
・
1
　
放
送
の
包
括
使
用
料
に
お
け
る
利
用
割

合
の
反
映

２
０
１
５
年
に
な
さ
れ
た
五
者
協
議
の
合
意
に
基
づ

き
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
は
放
送
利
用
の
使
用
料
計
算
に
お

い
て
自
己
と
競
争
者
（N

exT
one

）
の
割
合
を
反
映
さ

せ
る
取
り
組
み
を
始
め
た
。
こ
れ
に
伴
い
注
目
さ
れ
る

の
は
、
利
用
割
合
の
反
映
が
、
実
際
に
新
規
参
入
に
寄

与
で
き
、N

exT
one

の
シ
ェ
ア
を
押
し
上
げ
た
か
、

と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
利
用
さ
れ
た

管
理
楽
曲
の
割
合
（
シ
ェ
ア
）
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ

Ａ
Ｃ
とN

exT
one

双
方
の
担
当
者
（
幹
部
及
び
役
員
）

に
尋
ね
て
み
た
が
、
双
方
と
も
公
表
し
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
回
答
で
あ
っ
た）22
（

。
公
表
さ
れ
な
い
と

い
う
背
景
に
様
々
な
理
由
が
考
え
ら
れ
る）23
（

。

他
方
で
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
は
放
送
利
用
に
関
わ
る
使
用

料
の
徴
収
額
を
毎
年
公
表
し
て
お
り
、
利
用
割
合
の
反

映
以
後
に
お
け
る
徴
収
額
の
推
移
か
ら
も
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ

Ａ
Ｃ
とN

exT
one

の
占
有
率
変
化
が
あ
る
程
度
見
え

年度 放送使用料徴収実績額
（24）

前年比

2008 27,760,000,000 104.5％
（25）

2009 27,170,000,000 97.9％

2010 27,543,203,000 101.3％

2011 27,886,062,827 101.2％

2012 29,219,601,661 104.8％

2013 29,762,870,259 101.9％

2014 31,615,261,530 106.2％

2015 31,512,963,671 99.7％

2016 31,129,430,342 98.8％
（26）

2017 32,117,729,809 100.7％

2018 30,753,381,000 98.7％
（27）

2019 31,030,444,000 100.9％
（28）

2020 30,000,672,000 96.7％
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て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
使
用
料
に

お
け
る
割
合
の
反
映
が
合
意
・
実
施
さ
れ
始
め
た
２
０
１
５

年
以
降
は
、
そ
れ
以
前
と
比
べ
て
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
の
徴
収
額

が
明
ら
か
に
減
少
し
て
い
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
そ
れ

だ
けN

exT
one

の
管
理
楽
曲
が
多
く
利
用
さ
れ
シ
ェ
ア
を

伸
ば
し
て
い
る
と
い
う
説
明
材
料
に
な
る
。

そ
こ
で
、
２
０
０
８
年
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
に
対
す
る
公
正
取

引
委
員
会
の
調
査
が
始
ま
っ
て
い
た
頃
）
～
２
０
２
０
年
度

（
本
稿
執
筆
時
点
で
公
表
さ
れ
た
デ
ー
タ
最
新
の
年
度
）
に
お

け
る
放
送
と
有
線
使
用
料
徴
収
額
の
推
移
を
調
査
比
較
し
て

み
た
い
。

２
０
２
０
年
度
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
受
け
、
放
送
事
業
収
入
が
減
少
し
た
こ
と
に

加
え
、
広
告
費
を
削
減
し
た
企
業
が
多
く
、
Ｃ
Ｍ
に
お
け
る

楽
曲
利
用
も
大
幅
に
減
少
し
た
た
め
、
放
送
全
般
（
有
線
を

含
む
）
の
使
用
料
額
は
減
少
し
た
（
２
０
２
１
年
度
も
似
た
よ

う
な
状
況
と
予
想
さ
れ
る
）。
本
来
の
競
争
状
況
を
正
確
に
反

映
す
る
デ
ー
タ
に
は
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
２
０
２
０
年
度

年度 有線放送使用料徴収実績額
（29）

前年比

2008 3,770,000,000 58.6％

2009 4,660,000,000 123.4％

2010 4,154,987,000 89.1％

2011 4,788,947,821 115.3％

2012 4,573,497,335 95.5％

2013 4,515,132,703 98.7％

2014 5,760,582,213 127.6％
（30）

2015 4,486,953,970 77.9％

2016 4,733,061,766 105.5％

2017 4,611,859,419 103.1％

2018 4,802,266,000 100.1％

2019 4,823,165,000 100.4％

2020 4,710,532,000 97.7％
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の
使
用
料
デ
ー
タ
の
み
省
く

と
、
次
の
よ
う
に
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ

Ａ
Ｃ
の
放
送
等
使
用
料
の
推

移
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
。年

間
の
包
括
的
利
用
許
諾

契
約
を
締
結
す
る
場
合
の
使

用
料
は
、
当
該
年
度
の
前
年

度
に
お
け
る
放
送
事
業
収
入

に
１
・
５
％
を
乗
じ
て
得
た

額
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
２
０
１
５
年
の
使
用
料

徴
収
額
は
実
質
２
０
１
４
年

の
放
送
事
業
者
収
入
を
ベ
ー

ス
に
し
て
お
り
、
２
０
１
６

年
の
使
用
料
徴
収
額
は
実
質

２
０
１
５
年
の
放
送
事
業
者

24,000,000,000

26,000,000,000

28,000,000,000

30,000,000,000

32,000,000,000

34,000,000,000

2008 20192009 2010 2011 2012 2013 2015 2016 2017 20182014

放送使用料徴収実績額の推移

NHK
の受
信料
契約
増や
民放
連と
の
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に基
づく
使用
料率
段階
的な
引

上措
置の
適用
に伴
う使
用料
の増
加

0
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使
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の追
徴
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収
入
を
ベ
ー
ス
に
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

使
用
料
徴
収
額
の
規
模
が
大
き
い
放
送
利
用
部
門
は
、
２
０
１
０
年
度
か
ら
顕
著
な
上
昇
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
の
説
明
に
よ
る
と
、
日
本
民
間
放
送
連
盟
（
以
下
、「
民
放
連
」
と
い
う
）
と
の
使
用
料
率
協
定
に
基
づ
い
て
２
０
１
０

年
度
か
ら
２
０
１
８
年
度
ま
で
９
年
間
か
け
て
段
階
的
に
引
き
上
げ
た
こ
と
に
加
え
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
契
約
の
増
加
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。

他
方
で
、
有
線
放
送
の
使
用
料
額
に
関
し
て
は
一
部
の
局
に
お
い
て
滞
納
が
発
生
し
て
い
た
た
め
、
上
昇
傾
向
が
緩
や
か
で
、
ま
た
２

０
１
４
年
度
の
追
徴
に
よ
っ
て
一
時
的
に
徴
収
額
の
急
上
昇
が
生
じ
た
。

使
用
料
は
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
と
競
争
者
の
間
で
分
け
合
う
こ
と
に
な
っ
た
以
上
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
使
用
料
全
体
に
占
め
る
Ｊ
Ａ
Ｓ

Ｒ
Ａ
Ｃ
の
割
合
が
減
る
こ
と
に
な
り
、
競
争
者
の
割
合
（
実
質
的
にN

exT
one

の
割
合
）
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
本

質
的
な
論
点
は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
の
割
合
が
ど
の
程
度
減
っ
て
い
る
か
、N

exT
one

の
割
合
が
ど
の
程
度
増
え
て
い
る
の
か
で
あ
る
。

ま
ず
、
放
送
利
用
部
門
に
お
け
る
使
用
料
徴
収
額
の
推
移
を
み
る
と
、
確
か
に
五
者
協
議
が
行
わ
れ
た
２
０
１
５
年
度
と
そ
の
翌
年

度
に
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
の
徴
収
額
に
お
い
て
前
年
度
よ
り
緩
や
か
な
下
振
れ
が
見
ら
れ
た）31
（

。
背
景
に
は
、N

exT
one

へ
の
分
配
に
よ
る

影
響
は
当
然
考
え
ら
れ
る
が
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
に
よ
る
と
企
業
の
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
利
用
の
低
調
が
原
因
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
他
方
で
、

２
０
１
７
年
度
に
な
る
と
、
徴
収
額
が
大
幅
な
上
昇
を
見
せ
、
少
な
く
と
も
グ
ラ
フ
上
に
お
い
てN

exT
one

へ
の
分
配
に
よ
る
影
響

は
見
て
取
れ
な
い
。
ま
た
、
２
０
１
８
年
度
は
、
徴
収
額
に
減
少
が
見
ら
れ
る
が
（
当
然N

exT
one

へ
の
分
配
に
よ
る
影
響
も
考
え
ら
れ

る
）、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
に
よ
る
と
、
Ｃ
Ｍ
利
用
の
低
調
に
加
え
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
反
動
に

よ
り
民
放
各
社
の
放
送
事
業
収
入
が
減
少
し
た
の
が
原
因
で
あ
っ
た
と
い
う）32
（

。
更
に
２
０
１
９
年
度
に
な
る
と
、
再
び
徴
収
額
の
上
昇

に
転
じ
始
め
た
。
こ
の
よ
う
に
、N

exT
one

に
対
す
る
放
送
使
用
料
の
強
制
配
分
に
よ
り
、
２
０
１
５
年
度
を
境
に
そ
れ
ま
で
徴
収

額
を
増
や
し
て
き
た
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
の
勢
い
が
鈍
化
し
て
お
り
、
徴
収
し
た
使
用
料
は
一
部
がN

exT
one

の
ほ
う
へ
流
れ
出
て
減
少
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し
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
他
方
で
し
か
し
、
使
用
料
徴
収
額
の
鈍
化
の
背
景
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
規
契
約
数
の
減
少
や
民
放
連
と
の

使
用
料
率
段
階
的
引
き
上
げ
の
終
了
と
い
っ
た
状
況
も
重
な
っ
て
い
た
た
め
、N

exT
one

へ
の
使
用
料
分
配
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
の
放
送
使
用
料
徴
収
額
の
鈍
化
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
推
測
さ
れ
る
。

そ
の
一
方
で
、
有
線
放
送
使
用
料
の
徴
収
額
推
移
を
み
る
と
、
過
年
度
分
の
使
用
料
追
徴
に
伴
う
一
過
性
の
起
伏
を
除
き
、
ほ
ぼ
緩

や
か
に
一
定
に
保
た
れ
て
い
る
状
態
に
あ
る
。N

exT
one

へ
の
使
用
料
分
配
に
よ
り
徴
収
額
が
減
少
し
て
い
る
よ
う
な
様
子
が
見
受

け
ら
れ
な
い
。

前
述
の
状
況
を
総
合
す
る
と
、N

exT
one

へ
の
使
用
料
分
配
に
伴
い
徴
収
額
の
全
体
に
お
け
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
の
割
合
が
減
少
し

た
も
の
の
、
大
幅
な
低
下
を
示
す
有
意
な
変
化
は
確
認
で
き
な
い
た
め
、
現
段
階
に
お
い
て
は
微
減
程
度
に
止
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
よ
り
正
確
に
利
用
割
合
の
変
動
を
分
析
す
る
た
め
に
、
感
染
が
収
束
後
に
、
更
に
長
い
目
で
観
測
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
放
送
分
野
に
お
け
る
利
用
割
合
に
つ
い
て
、
当
事
者
で
あ
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
とN

exT
one

も
そ
れ
ぞ

れ
対
外
に
公
表
し
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
と
し
て
は
、
独
占
禁
止
法
の
監
視
と
追
い
打
ち
を
極
力
避
け
た
い
状
況
に

あ
る
た
め
、（
五
者
協
議
の
後
も
楽
曲
の
使
用
割
合
に
大
き
な
変
化
が
な
い
と
い
っ
た
）
シ
ェ
ア
の
誇
示
に
繋
が
る
情
報
発
信
を
固
く
控
え

よ
う
と
す
る
の
は
、
む
し
ろ
当
然
に
思
わ
れ
る
行
動
で
あ
る
。
他
方
で
、N

exT
one

と
し
て
は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
の
包
括
契
約
が
自

己
の
事
業
拡
大
を
大
き
く
阻
害
し
た
も
の
で
、
参
入
障
壁
と
な
っ
た
そ
れ
を
取
っ
払
え
ば
シ
ェ
ア
を
拡
大
で
き
る
こ
と
を
従
来
か
ら
主

張
し
て
き
た
立
場
な
の
で
、
実
際
に
注
目
さ
れ
る
ほ
ど
の
シ
ェ
ア
を
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
か
ら
奪
い
取
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
特
段
の
理
由
が

な
い
か
ぎ
り
、
積
極
的
に
情
報
発
信
し
な
い
理
由
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
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2
・
8
・
2
　
イ
ベ
ン
ト
・
コ
ン
サ
ー
ト
の
包
括
使
用
料
に
お
け
る
利
用
割
合
の
反
映

新
規
参
入
が
で
き
て
お
ら
ず
、
独
占
状
態
が
続
い
て
い
る
分
野
で
あ
る
以
上
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
は
再
び
私
的
独
占
と
指
摘
さ
れ
る
可

能
性
が
常
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
教
訓
か
ら
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
事
件
以
後
、
同
協
会
は
利
用
割
合
の
反
映
を
自
ら
推
進
す
る
よ
う
な
動

き
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
代
表
例
は
演
奏
権
管
理
分
野
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
・
コ
ン
サ
ー
ト
の
包
括
使
用
料
に
お
け
る
利
用
割
合
の
反
映

で
あ
る
。

既
述
の
よ
う
に
、
演
奏
権
の
管
理
は
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
の
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
を
⽀
え
る
根
幹
部
分
で
あ
っ
て
、
ほ
か
の
分
野
よ
り

も
管
理
コ
ス
ト
が
高
く
、
大
規
模
の
管
理
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
と
な
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
の
創
立
か
ら
80
年
を
超

え
て
独
占
し
て
き
た
分
野
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
重
要
な
管
理
分
野
で
あ
る
だ
け
に
、
競
争
者
で
あ
るN

exT
one

は
と
う
の
昔
か

ら
参
入
を
目
論
ん
で
い
た
。
特
に
２
０
２
１
年
以
降
に
、
と
り
あ
え
ず
は
参
入
し
て
み
よ
う
と
す
るN

exT
one

の
動
き
が
囁
か
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
は
放
送
分
野
に
続
き
演
奏
権
管
理
分
野
の
イ
ベ
ン
ト
・
コ
ン
サ
ー
ト
の
包
括
使
用
料
に
つ
い
て
も
、

２
０
２
１
年
４
月
か
ら
利
用
割
合
の
反
映
を
始
め
た
。
具
体
的
に
い
う
と
、
１
公
演
（
イ
ベ
ン
ト
）
を
単
位
と
し
て
算
定
す
る
使
用
料

を
適
用
す
る
場
合
、
利
用
楽
曲
に
他
の
管
理
事
業
者
の
管
理
楽
曲
が
含
ま
れ
る
と
き
は
、
１
公
演
ご
と
の
使
用
料
に
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
管

理
楽
曲
の
利
用
割
合
を
乗
じ
て
請
求
額
を
算
出
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る）33
（

。
こ
の
よ
う
な
変
更
に
よ
っ
て
、
仮
にN

exT
one

が
演
奏

権
管
理
分
野
へ
新
規
参
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
よ
う
な
事
情
が
存
在
す
る
と
し
て
も
、
再
び
包
括
契
約
を
理
由
に
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ

Ａ
Ｃ
の
排
除
行
為
を
訴
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。

ま
た
、
楽
曲
の
貸
与
や
業
務
用
通
信
力
ラ
オ
ケ
の
包
括
利
用
管
理
に
お
い
て
も
（
暫
定
）
利
用
割
合
を
反
映
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る）34
（

。
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以
上
で
２
０
１
５
年
の
五
者
協
議
以
来
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
に
起
き
た
主
な
変
化
を
ま
と
め
て
み
た
。
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
事
件
以
前
と
比

べ
、
明
ら
か
に
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
は
競
合
事
業
者
と
の
競
争
を
意
識
し
始
め
た
。
他
方
で
、
競
合
事
業
者
で
あ
るN

exT
one

も
、
放
送

管
理
分
野
へ
の
参
入
を
足
場
に
、
管
理
事
業
で
の
地
歩
を
固
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
次
章
で
は
、
両
者
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を

分
析
し
た
上
で
、
音
楽
著
作
権
管
理
競
争
の
行
く
末
に
つ
い
て
観
測
的
に
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

 

（
未
完
）

註（
1
）　

右
記
（
旧
）
二
社
は
、
２
０
１
６
年
２
月
１
日
に
事
業
統
合
し
、
商
号
をN

exT
one

に
変
更
し
た
。

（
2
）　

管
理
手
数
料
と
は
、
著
作
権
管
理
事
業
者
が
管
理
業
務
に
要
す
る
費
用
を
賄
う
た
め
の
も
の
で
、
著
作
権
等
管
理
事
業
法
の
定
め
に
従
い
、
利
用
形

態
別
に
文
化
庁
へ
の
届
出
料
率
が
定
め
ら
れ
、
委
託
者
の
使
用
料
収
入
か
ら
控
除
さ
れ
る
。
他
方
で
、
管
理
手
数
料
の
実
施
料
率
と
は
、
理
事
会
の
承
認

を
得
て
届
出
料
率
の
範
囲
内
で
実
際
に
適
用
さ
れ
て
い
る
手
数
料
率
の
こ
と
で
あ
る
。

（
3
）　

一
般
社
団
法
人
日
本
音
楽
著
作
権
協
会
「
２
０
１
３
年
度
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
事
業
の
概
要
」
５
頁
（
２
０
１
４
年
５
月
21
日
公
表
）。

（
4
）　

一
般
社
団
法
人
日
本
音
楽
著
作
権
協
会
「
２
０
１
４
年
度
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
事
業
の
概
要
」
４
頁
（
２
０
１
５
年
５
月
20
日
公
表
）。

（
5
）　

一
般
社
団
法
人
日
本
音
楽
著
作
権
協
会
「
２
０
１
５
年
度
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
事
業
の
概
要
」
４
頁
（
２
０
１
６
年
５
月
25
日
公
表
）。

（
6
）　

一
般
社
団
法
人
日
本
音
楽
著
作
権
協
会
「
２
０
１
９
年
度
の
事
業
」
11
頁
（
２
０
２
０
年
５
月
20
日
。
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
２
０
２
０

年
２
月
18
日
「
２
０
２
０
年
６
月
分
配
期
か
ら
管
理
手
数
料
実
施
料
率
を
一
部
引
き
下
げ
ま
す
」https://w

w
w

.jasrac.or.jp/release/20/0218.htm
l

（
２
０
２
２
年
５
月
30
日
最
終
閲
覧
）。

（
7
）　

日
経
Ｂ
Ｐ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
編
『
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
80
年
史 

音
楽
で
つ
な
が
る
未
来
へ
』（
一
般
社
団
法
人
日
本
音
楽
著
作
権
協
会
、
２
０
１
９
）

１
６
３
頁
。
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
プ
レ
リ
リ
ー
ス
２
０
１
９
年
２
月
19
日
「
２
０
１
９
年
９
月
分
配
期
か
ら
管
理
手
数
料
実
施
料
率
を
一
部
変
更
し
ま
す
」

https://w
w

w
.jasrac.or.jp/release/19/1902_1.htm

l

（
２
０
２
１
年
11
月
６
日
に
最
終
閲
覧
）。

（
8
）　
「
管
理
手
数
料
届
出
・
実
施
料
率
表
」（
２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
６
月
分
配
期
か
ら
２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
３
月
分
配
期
に
適
用
）。

（
9
）　
「
管
理
手
数
料
届
出
・
実
施
料
率
表
」（
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
６
月
分
配
期
か
ら
適
用
）。
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（
10
）　
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
「
著
作
権
信
託
契
約
約
款
」
２
０
１
７
年
６
月
30
日
届
出
。
同
約
款
に
お
い
て
、
５
条
「
管
理
委
託
範
囲
の
選
択
時
期
」
が
新
設
さ

れ
、
同
条
２
項
は
「
委
託
者
は
、
毎
年
４
月
１
日
に
、
前
条
の
規
定
に
従
い
、
管
理
委
託
の
範
囲
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、

そ
の
前
年
12
月
31
日
ま
で
に
受
託
者
に
書
面
で
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
い
う
よ
う
に
、
初
め
て
約
款
の
本
文
で
管
理
委
託
範
囲
の

選
択
サ
イ
ク
ル
を
１
年
と
し
、
毎
年
更
新
可
能
と
す
る
こ
と
を
規
定
し
た
。

な
お
、
右
記
５
条
は
、
２
０
２
１
年
時
点
約
款
に
お
い
て
７
条
に
移
動
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）　

他
方
で
、
契
約
し
て
著
作
者
が
信
託
者
と
な
っ
た
後
も
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
の
会
員
と
な
る
た
め
に
は
（
権
利
や
福
利
厚
生
が
異
な
る
）、
更
に
入
会

金
２
５
、０
０
０
円
＋
年
会
費
４
、０
０
０
円
を
⽀
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
音
楽
出
版
社
が
信
託
者
の
場
合
、
入
会
金
は
７
５
、０
０
０
円
、
年
会
費

は
２
０
、０
０
０
円
と
な
る
（
２
０
２
２
年
５
月
時
点
）。

（
12
）　

説
明
図
は
２
０
１
６
年
４
月
時
点
に
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表
さ
れ
て
い
た
説
明
資
料
で
あ
る
（
現
在
は
削
除
さ
れ
て
い
る
）。

（
13
）　

た
だ
し
、
実
費
の
範
囲
内
で
得
る
対
価
は
対
価
と
み
な
さ
な
い
。

（
14
）　

例
え
ば
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
に
お
け
る
演
奏
権
侵
害
事
件
控
訴
審
（
知
財
高
裁
平
成
28
年
10
月
19
日
、
判
例
集
未
登
載
裁
判
所W

eb

）、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ

ス
に
お
け
る
演
奏
権
利
用
拒
否
事
件
控
訴
審
（
知
財
高
裁
令
和
３
年
10
月
28
日
、
判
例
集
未
登
載
裁
判
所W

eb

）。

（
15
）　

第
11
条　

委
託
者
（
音
楽
出
版
者
を
除
く
。）
は
、
第
３
条
第
１
項
、
第
４
条
、
第
５
条
及
び
第
10
条
の
規
定
に
よ
り
定
め
る
信
託
著
作
権
の
管
理

委
託
の
範
囲
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
受
託
者
の
承
諾
を
得
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
留
保
又
は
制
限
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑴
委
託
者
が
、
著
作
物
の
関
係
権
利
者
（
著
作
物
使
用
料
分
配
規
程
第
２
条
第
１
号
の
関
係
権
利
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
全
員
の
同
意
を
得
て
、

そ
の
利
用
の
開
発
を
図
る
た
め
、
日
本
国
内
に
お
い
て
、
著
作
物
（
前
条
第
２
号
の
規
定
に
よ
り
音
楽
出
版
者
に
譲
渡
し
た
著
作
物
を
含
む
。）
を
自
ら

使
用
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
委
託
者
が
、
著
作
物
の
提
示
に
つ
き
対
価
を
得
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

２　

音
楽
出
版
者
で
あ
る
委
託
者
は
、
第
３
条
第
１
項
、
第
４
条
、
第
５
条
及
び
第
10
条
の
規
定
に
よ
り
定
め
る
信
託
著
作
権
の
管
理
委
託
の
範
囲
に
つ

い
て
、
あ
ら
か
じ
め
受
託
者
の
承
諾
を
得
て
、
次
に
掲
げ
る
留
保
又
は
制
限
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

（
中
略
）

⑵
委
託
者
が
、
著
作
物
の
関
係
権
利
者
全
員
の
同
意
を
得
て
、
そ
の
利
用
の
開
発
を
図
る
た
め
、
日
本
国
内
に
お
い
て
、
違
法
な
複
製
等
を
防
止
す
る

技
術
的
保
護
手
段
を
講
じ
て
、
著
作
物
を
自
ら
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
配
信
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
委
託
者
が
、
著
作
物
の
提
示
に
つ
き
対
価
を
得
る
と
き
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は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
16
）　
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
の
公
表
資
料
「
ご
自
⾝
の
作
品
を
自
ら
使
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
」
に
よ
る
と
、
信
託
者
の
自
己
使
用
範
囲
が
次
の
よ
う
に
拡
大
さ

れ
て
い
る
（https://w

w
w

.jasrac.or.jp/contract/pdf/0（.pdf

、
２
０
２
２
年
３
月
22
日
最
終
閲
覧
）。
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（
17
）　

筆
者
の
博
士
論
文
、「
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
に
お
け
る
独
占
問
題
と
独
占
禁
止
法
の
適
用
：
独
占
的
状
態
規
制
の
適
用
可
能
性
に
関
す
る
研
究
」

北
海
道
大
学
学
術
成
果
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
２
０
１
５
年
）
92-

95
頁
（https://doi.org/10.1（9（3/doctoral.k11928

）。

（
18
）　

音
楽
著
作
権
協
会
「
２
０
２
０
年
度
の
事
業
」
41
頁
（
２
０
２
１
年
５
月
19
日
公
表
）。
以
下
、Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
「
２
０
２
０
年
度
の
事
業
」
と
い
う
。

（
19
）　

説
明
図
は
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
「
２
０
２
０
年
度
の
事
業
」
41
頁
（
２
０
２
１
年
５
月
19
日
公
表
）
を
引
用
し
て
い
る
。

（
20
）　

説
明
図
は
日
本
音
楽
著
作
権
協
会
「
管
理
委
託
契
約
約
款
」（
２
０
２
１
年
７
月
５
日
変
更
届
出
）
別
表
第
１
を
引
用
し
て
い
る
。

（
21
）　

説
明
図
は
、
２
０
２
１
年
度
音
楽
著
作
権
管
理
者
養
成
講
座
９
月
14
日
講
義
配
布
資
料
：
池
上
光
朗
「
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
の
業
務
（
定
款
・
約
款
）」

よ
り
引
用
し
て
い
る
。

（
22
）　
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
分
配
部
部
長
の
浅
倉
史
征
⽒
及
びN

exT
one

代
表
取
締
役
Ｃ
Ｏ
Ｏ
荒
川
祐
二
⽒
の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
得
た
回

答
で
あ
る
。

（
23
）　

公
表
し
な
い
背
景
に
様
々
な
理
由
が
あ
ろ
う
が
、
ま
ず
は
次
の
よ
う
な
理
由
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
音
声
の
フ
ィ
ン
ガ
ー
プ
リ
ン
ト
を
使

用
し
た
り
デ
ジ
タ
ル
キ
ュ
ー
シ
ー
ト
を
活
用
し
た
り
す
る
全
曲
特
定
報
告
技
術
が
従
来
よ
り
は
進
歩
し
て
い
る
も
の
の
、
正
確
度
は
１
０
０
％
と
い
う
わ

け
で
は
な
く
、
ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
の
段
階
に
あ
る
。
た
と
え
数
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
の
誤
差
で
も
、
も
と
も
と
シ
ェ
ア
が
小
さ
いN

exT
one

の
参
入
イ

メ
ー
ジ
を
大
き
く
左
右
す
る
も
の
で
あ
る
。N

exT
one

か
ら
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
シ
ェ
ア
を
確
実
に
拡
大
し
て
か
ら
で
な
い
と
、
知
ら
れ
た
く
な
い

と
い
う
心
理
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
他
方
で
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
も
、
今
ま
で
の
包
括
契
約
が
新
規
参
入
を
阻
害
し
た
こ
と
を
裏
打
ち
す
る
か
も
し
れ
な

い
よ
う
な
情
報
を
発
信
し
た
く
な
い
と
い
う
の
が
本
音
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
思
惑
は
、
対
外
的
に
公
表
し
な
い
と
い
う
共
同
歩
調
を
生
み
出
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
今
後
、
例
え
ばN

exT
one

は
自
社
管
理
楽
曲
の
利
用
割
合
が
一
定
程
度
に
増
え
る
よ
う
に
な
っ
た
場

合
に
、
積
極
的
に
公
表
す
る
よ
う
に
方
針
転
換
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
24
）　

各
年
度
の
事
業
報
告
書
及
び
記
者
会
見
資
料
に
基
づ
く
。

（
25
）　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
、
受
信
契
約
数
の
増
加
等
に
伴
い
使
用
料
の
算
定
基
礎
と
な
る
受
信
料
収
入
が
増
加
し
た
こ
と
、
協
会
と
の
利
用
許
諾
契
約
に
基
づ
く
実

質
使
用
料
率
の
段
階
的
な
引
上
措
置
が
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
徴
収
額
は
前
年
度
実
績
額
を
上
回
っ
た
。

（
26
）　

放
送
使
用
料
（
包
括
）
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
収
入
の
増
加
や
、
２
０
１
５
年
度
の
利
用
割
合
確
定
に
伴
う
追
加
請
求
な
ど
か
ら
前
年
度
実
績
を
上
回

っ
た
。
他
方
で
、
Ｃ
Ｍ
放
送
使
用
料
は
、
大
手
企
業
に
よ
る
管
理
楽
曲
の
利
用
が
減
少
し
た
こ
と
か
ら
前
年
度
実
績
を
下
回
っ
た
た
め
、
全
体
と
し
て
は

前
年
度
を
わ
ず
か
に
下
回
っ
た
。
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（
27
）　

放
送
等
民
放
各
社
の
使
用
料
の
算
定
基
礎
で
あ
る
放
送
事
業
収
入
が
、
２
０
１
６
年
に
開
催
さ
れ
た
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
反
動
に
よ
り
減
少
し
た
。
ま
た
Ｃ
Ｍ
放
送
利
用
が
低
調
で
あ
っ
た
。

（
28
）　

民
放
の
２
０
１
８
年
度
放
送
事
業
収
入
が
減
少
し
た
も
の
の
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
２
０
１
８
年
度
受
信
料
収
入
が
過
去
最
高
と
な
り
、
Ｃ
Ｍ
放
送
に
お
い
て

も
企
業
の
大
規
模
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
り
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
の
管
理
楽
曲
の
利
用
が
増
加
し
た
た
め
、
前
年
度
の
実
績
額
を
上
回
っ
た
。

（
29
）　

各
年
度
の
事
業
報
告
書
及
び
記
者
会
見
資
料
に
基
づ
く
。

（
30
）　

２
０
１
４
年
度
に
お
い
て
、
使
用
料
の
算
定
に
必
要
な
事
業
収
入
報
告
の
提
出
が
遅
れ
て
い
た
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
事
業
者
へ
の
対
応
を
強
化

し
た
結
果
、
過
年
度
分
使
用
料
の
入
金
に
つ
な
が
り
、
使
用
料
収
入
は
前
年
度
を
大
幅
に
上
回
っ
た
。

（
31
）　

単
純
に
下
振
れ
の
幅
を
比
較
す
る
と
、
２
０
０
９
年
度
徴
収
額
の
減
少
幅
が
遥
か
に
大
き
か
っ
た
。
徴
収
額
の
多
寡
は
も
と
も
と
放
送
事
業
者
の
収

入
に
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
徴
収
額
の
変
動
を
そ
の
ま
ま
楽
曲
の
利
用
割
合
の
変
動
と
し
て
見
做
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
32
）　

既
述
の
よ
う
に
、
年
間
の
包
括
的
利
用
許
諾
契
約
を
締
結
す
る
場
合
の
使
用
料
は
、
当
該
年
度
の
前
年
度
に
お
け
る
放
送
事
業
収
入
を
ベ
ー
ス
に
算

出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
２
０
１
８
年
度
の
使
用
料
徴
収
額
は
実
質
２
０
１
７
年
度
の
放
送
事
業
収
入
を
ベ
ー
ス
に
算
出
さ
れ
る
た
め
、
２
０
１

６
年
度
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
反
動
の
影
響
を
受
け
た
。

（
33
）　

一
般
社
団
法
人
日
本
音
楽
著
作
権
協
会
「
２
０
２
０
年
度
の
事
業
」
17
頁
（
２
０
２
１
年
５
月
19
日
公
表
）。

（
34
）　

一
般
社
団
法
人
日
本
音
楽
出
版
社
協
会
編
『
音
楽
著
作
権
管
理
の
法
と
実
務
』（
一
般
社
団
法
人
日
本
音
楽
出
版
社
協
会
、
２
０
２
１
）
３
１
５
頁
、

３
３
０
頁
。


